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塵
2007年 春季企画展

『地図出版の四百年 京都・日本・世界』

場 所:京 都大学総合博物館2F総 合展示室 ・企画展示室

期 間:平 成19年4月4日(水)～5月6日(日)

2007年 春季企画展 を振 り返 る

「地図出版の四百年」の歴史

「地図の歴 史は文字 の歴史 よ りも古 い」。2006年,

99歳 で御逝 去 され た故織 田武雄名誉 教授 が残 され

た 最 後 の 著 作 『古 地 図 の 博 物 誌 』(古 今 書 院

1998)は,こ の ような文言 か ら始 まる。学部生時代,

同 じようなことを何 かの授業 で聞いた気 もす る。不

肖な学生であ ったため,ど の先生 か ら教 わったのか

はっ きり覚 えてい ないのだが(や や言い訳 をす ると,

機 会が ある毎 に聞い た気がするためはっ きりしない

とい うこ ともあ る),い ず れにせ よ私 の教 わった先

生は,織 田先生の薫陶 を少 なか らず受 けた弟子であ

った ことは間違い ない。

織 田先生 は戦後の地理学 教室 を支 えて こられ た先

生だが,そ れ以前 も含め,京 都大学文学部地理学教

室で学 んだ研究者か らは,数 多 くの古地 図研究が生

まれている。 その歴 史は今年でち ょうど百年の節 目

を迎 える。 日本で初めての 「地理学講座」が京都大

学 文学部(当 時 は京都帝国大学文科大学)に 設置 さ

れたのが,1907年 であった。

2007年 に展示 を行 うので あれ ば,ぜ ひ と も文学

部地理学教室 と共同で,百 年間の分厚 い研究 史を紐

解 き,か つ新た なエ ッセ ンス を加 えた古地図展示 を

してみ たい。 この ような思 い を胸 に,文 学部旧陳列

館 の金 田章裕 教授 の部屋 の扉 をノ ック した のは,

2005年12月20日 。 日付 な ど忘却 の彼方 なのだが,

手元 に奇跡 的に残 っていたメモにそ う書い てあるの

で,お そ らくそ うなのだろ う。

この第1回 打 ち合 わせ のなかで,日 本で地図が出

版 されてお よそ 四百年 になることが話題 にのぼ った。

そ して,次 の2点 が確認 され た結果,2007年 の春季

企 画展 のテーマ として 出版地図の歴 史はふ さわ しい

のではないか,と い うことになった。

①:博 物館 に収蔵 され る文学部地理学教室 関連古地

図資料 の多 く,す なわち百年間に集め られた研究

資料 の多 くは,い わゆる 「出版地図」 であ り,数

多 くの研 究が これまで になされて きたこ と

②:そ の一方で,文 学部博 物館日寺代 を含 めたこれ ま

での古 地図展示で は,出 版地図 と手描 き地 図を明

瞭 に意識 した展示が な く,「 出版地 図」 の位 置づ

け を明確 に提示 して きた とは言 えない こと

この ように 企画展の テーマ は 「あっ さりと」決

ま り,そ の直後 には世 界図 ・日本図 ・京都図の3種

を中心 と した構 成 とす るこ とも決 まった。

この ように極 めて順調 な滑 り出 しで企画展示案 は
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進み始めた。 しか し,こ こか らが大変であった。何

と言 って も四百年 の歴 史 と百年の研究 史である。「不

惑」 に もまだ猶予が たっぷ りある私 は,ど ち らを向

いて も 「惑」 とい うなかで,夜 な夜 な収蔵庫 を開け

て,う っと りと,い や じっ くりと古地図 を眺める 日

が続いた。机に向かって論文 を読 むのは生 来苦手 な

の だが,牛 歩戦術並 みの速度 で古地図 史についての

勉強 も進めていった。

そ こに新たなエ ッセ ンスを加 えることな どで きる

の だろうか……今思 うと,そ んな不安 を持 つ余裕 も

ない ほ どだ った。ただ,古 地 図を眺め るのは本当 に

楽 しか った。「今の地 図は なんで無味乾燥 なのに,

江戸時代の地図は見ていて飽 きない なあ」 とい う思

いを抱 きつつの毎 日を過 ごした。

そ んなあ る日,ふ と 「江戸 時代の 人は,ど うい う

風 に地 図を見ていたんだろ う」 と考 えてみた。今 と

は違 うこ とは分 かった。 もう少 し考 えてみた。「だ

って背景の文化が違 うしなあ……あれ,こ れ までの

出版地 図の議論 って,当 時の文化 と対比 させた視点

か ら語 られ る ことはあ んま りなか ったぞ…」。何 と

な くス ッキ リした瞬間であ り,展 示 の全体像が見 え

た(気 が した)瞬 間だった。

この ような回 り道 を して,出 版地 図を文化 史の な

かに位置づ けてみ る とい う視点 に到達 した。「回 り

道」 とい うの は,実 はこの視点,第1回 打 ち合わせ

で既 に確認 されていた ものだったか らである。手描

き地図ではな く出版地図である意味,そ れは特定の

政治的 ・社 会的事象 に直結する形で作 られるので は

な く,当 時 の世相の なかで不特定多数の人に見 られ

写真1展 示風景
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ることが当初か ら[的 とされていることであ る。時

代 ごとの文化 出版'文化,観 光文化,読 書文化,

浮世文化 とい った ように細分す ること もで きる

の影響 を色濃 く受けたのが 「出版地図」であ ること

はいわば自明の ことだった。 少な くとも金田教授 の

中で はそ うだ ったのだろ う。 「惑」 なる私 は,「 回 り

道」 を してその ことが ようや く腋 に落 ちたのである。

その後 はやや歩み を早 めつつ,展 示案 と図録の作

成を行 ってい った。 と くに 「図録 を展示期間 よ りも

前 に完成 させ る」 とい う無謀 な(?)目 標 を立てて

いたので,牛 歩 ならぬ 「牛走 り」 をせ ねばならない

ようになった。図録 については,そ こに担当編集者

か らの絶妙 な手綱 さば きと鞭 さば きが あった ことは

言 うまで もない。 その結 果,3月 末 には図録 が完 成

する とい う快挙(1)を 達成 し,展 示 も何 とか間 に

合 うこ とがで きた。

この ような 「歴 史」をた ど り,「地図出版の四百年」

は作 られてい ったのである。

「地図出版の四百年」の隠 し味

展示 された地 図それぞれ については,図 録 を見て

もらえば理解 してい ただけ ると思 う。 ここでは,地

図以外 の展示 につ いて触れてお きたい。 これ らは,

「地図 出版 の四百年」 を まとめ るため に不 可欠 な隠

し味的な存在 であった。

・版木

「出版地 図」 には,木 版 ・銅版 ・石版 な ど多様 な

写真2京 都の 「むかし」 と 「いま」 を比較する
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印刷 方法が あったが,江 戸時代 の出版地 図の多 くは

木版 であった。その ことは,誰 で も知 っている常識

に属す ことであるが,そ の 「版 木」 を実際 に見 たこ

とがあるのは,研 究者で も限 られていた。今 回の展

示では,江 戸 時代 の奈良の代表的版元 「大仏前 絵

図屋 庄八」 が用 いた版木 を,子 孫 に当たる筒井正夫

氏の御厚意 に よ りお借 りす ることがで きた。桜 の古

木 を用い た重 厚 な版木 に,わ ず かlmm程 度の 凹凸

で繊細 な文字や地形 が巧 に表現 されてい る。出版地

図をみてい くと,時 代 を経 るご とに刷 られた線が細

くなってい くことが分かる。今 回お借 りした版木か

らは,そ の最高峰に位置する ような 「技」 を認め る

ことがで きた。

その ような想像 を して もらえない ような展示 を して

いた ことになる。

この点 を反省 し,ま た出版地図 を当時の文化 に位

置づける とい う企画展示の 目的 を達成す るため,今

回 は別室 に簡易 の和室 を再現 し,レ プリカを置 いて,

江戸時代の人々の地図の見方 を追体験 して もらうよ

う試みた。

展示期 間中,地 図の大 きさに ビックリ しなが ら追

体験 を楽 しんで くれる観 覧者が数多 くい たのは,と

て も喜 ば しい ことであ った。

・デジタル化 による江戸 ・大正 ・現在 の京都

今 回の展 示 では,貞 享3年(1686)『 新撰 増補 京

大絵 図』と大正11年(1922)頃 『京都市都市計画図』

を,画 面上 で 自由に閲覧で きるシステム を作 った。

さらに,別 画面で は,該 当す る部分 の現在 の場所 を

googlemapで 表示 で きる ように もした。 システム開

発 にあたっては㈱ 日立製作所試作開発 セ ンタの協力

を得た。

このシステ ムは,「 地 図出版の四百 年」の もっ と

も新 しい時代においては,地 図が 「出版」 とい う形

態か ら分離 しつつある ことを表現す るため,ま た最

先端の研究方法のひ とつが デジタル画像 を用いた も

のであ ることを表現 するための ものであ った。ただ

し,そ の ような 「講 釈」は展示 には掲げず,た だ観

覧者 に楽 しんで もらえるシステムにす るこ とを心が

けた。

地 図の展示 は 「遠 くて細 部が見 えない」 とい うの

が難点 であ った。それが解 消で きるひ とつ の展示方

法 として も好評であ った ように思 う。

写真3出 版地図の折り畳み方を追体験!

最後 に,展 示 にあたって ご協力 いただいた数多 く

の皆 さまに,改 めてお礼 を述べ たい。 どうにか企画

展 を開催す ることがで きたの も,周 囲のサポー トな

くては無理 なことであ った。 この ような方 々に満足

が い く展示 内容であ ったか,そ こだけが心配であ る。

京都府立大学文学部講師(元 京都大学総合博物館助

教)・ 上杉和央
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・和室

地図の展示,と りわけ都 市図の展示 の もうひ とつ

の難点 は 「文字がい ろんな方向 を向いていて読み に

くい」 とい うもので あった。 これは壁面 に展示す る

現 行の展示室 では解決 され ない ものであった。常設

展示 の際 も,観 覧者か ら何度 も苦 情が来ていた。 「た

たみ に置 いて見 てい た こ とを想像 してみて くだ さ

い」 とい うと納得 して もらえるのだが,逆 に言 うと,
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特別展

京都大学総合博物館創設十周年記念展

『京 大 の至 宝 蘇る宝たち 』

場 所:京 都大学総合博物館本館2階 展示室

期 間:平 成19年6月6日(水)～7月8日(日)

十周年記念展に寄せて

当博物館 は,京 都大学が積み重 ねて きた多方面 の

研 究に よって,結 果 と して集積 した標本,す なわち

文化 史に関係す る史 ・資料,自 然 史系標本,技 術 史

系標本 を一堂 にまとめて,大 学 内外 の研究や教育へ

の活用 を支援 する こ とを第一の 目標 に してい ます。

それ とともに,京 都 大学で今進 め られている研究や

その成果 を広 く一般のみ なさまに知っていただ くた

めの広報活動 も強 く意識 してい ます。 さらには,大

学教育へ の寄与のみな らず,生 涯学習教育や高等学

校,中 学校そ して小 学校 の学校教 育に関わる活動 を

も企画 し,関 係 され る方々の参加 をいただい て きま

した。 また 「博物館 の3要 素」 の ひとつ を構 成す る

展 示活動 では,「 展示 とは何 か」 とい う初源 的命題

に立 ち返 って,「 空間 に美術作 品 を創作す ることで,

取 り上 げ る分 野の 学問 の基本 的 な考 え方 を示 す試

み」 を模索す る挑戦 を続けて きました。 ご理解 いた

だ きたい主張 を展示 物の美 しい空 間配置で示す こ と

を求めて きま した。た とえば展示物 にあわせ たケー

ス を作 り,そ れ らを展示場 の空間に個別 の位置 を と

って置 く試み を した こともあ りました。 この ように

当博物館 は,博:物 館 の果たすべ き今 日的課題 に関わ

る多方面 の活動 を して きま した。 しか も,最 少 の人

員 と,最 小の経費 をつね に意識 しつつ,す なわち経

済的合理性 を考慮 して追求 して きました。

しか しこの一面 とやや趣 を異 にす る活動 もあ りま

す。標本 お よび史 ・資料の管理 ・維持は,必 要 とさ

れ る経費 を節約す る性質 の もので はあ りません。 そ

の活動は きわめて高い専 門知識 を要する ことは言 う

まで もあ りませ んが,日 々に進歩する 「保存処理」

の技術 ともあい まって,標 本の利用 形態 に対応す る

処置が講 じられねばな りません。研 究 ・教 育の支援

活動 だけではな く,当 博物館 の諸活動 を支 えて くだ

さるみな さま方 に広 く還元す るべ く公開が求め られ

るのが最近 では当然 の ことにな りま した。「使 えば

減る」 とい う当た り前の ことを前提 としつつ も,多

様 な使用 を 「減 り」を少な くしなが ら果 たす 「知恵」

を求めて きた とい うことですが,そ の ような作業 の

ひとつが収蔵物 の 「修復 ・保存処 理」であ ります。

と くに日本 史史料 な らびに考古 資料 には,文 化財保

護法 による 「国宝」・「重要文化財」 に指定 された標

本が12件 存 在 し,そ の 管理 ・維 持 に努 力す る こ と

が強 く求め られる昨今の趨 勢 に も支え られています。

創設 十周年 を記念 して,こ の一面の作業 で蘇 った「宝

たち」 を見ていただ くこ とに しま した。個 々の展示

物 に関わる研究 を示すので はあ りません。個 々の展

示物 を説明 しようと意図す るので はあ りません。 わ

た したちの標本管理の姿勢 と,そ のための絶 えざる

努力 をご理解 いただ きたいのです。
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その うえで新た に 「見つけ出 した」標本の一例 と

して 「シー ラカンス 第1号 標 本の鱗 」 をも展示 しま

した。この 「原始的 な姿」 をもつサ カナが最初 に獲

れた ときの,そ の標本の一部が京都大学 に 「眠って」

いたので した。学術的 に記念すべ き,か つ貴重 な標

本です。そ してまた,こ の展示 を企画 しているあい

だに も,当 博物館 に保管 される標 本の研究 は絶 えず

続 け られていることを証 しする発表が あ りました。

これ までの研究か らは思い もしなかった結論が一般

紙に大 きく報道 されたのです。

京 都市 山科 区西野 山岩 ヶ谷町にある「西野 山古墓」

は1919(大 正8)年 に発見 され,そ の 出土 品は1934

(昭和9)年 に京都帝 国大学文学部 に寄贈 され,1953

(昭和28)年 に一括 して 「国宝」 に指定 されてい ま

した。多 くの鉄製 品が含 まれ ますので,そ の劣化が

著 しく,関 係者 は頭 を痛めてい ま した。その現状 に

鑑みて,京 都大学 は 「保存処理 」 を施 す ことに しま

した。そ してその成果 を公開す るべ くこの度の展示

を準 備 してい ました ところ,山 科 に関連す る古代文

献 史料 を検討 され ていた研 究者が,「 西野 山古墓 は

坂 上田村麻 呂の墓 であった」 と結論 されたのです。

一般的に言 って
,考 古資料 にその年代 を与 えるこ と

は きわめ て難 しいのですが,こ の古墓 は811年 に造

営 された と考 えるこ とを可能 にして くれ ました。他

に比 較するべ き資料が見 られないほ どの傑 出 した副

葬品 を もつ特殊 な墓ですが,811年 の造墓年 代 を与

えて も,現 代の知見 に矛盾する ところはあ りません。

発見当時か らす れば,太 刀,鏡,硯 といった考古資

料の研 究は格段 に進展 し,そ れ らの与 える年代観か

ら総 合的に考 えて も矛盾 しないのです。 ただ 「保存

処理」 には金 属製品 を優先 させ ましたので,土 製品

が未処 理 で残 って しまい ま した(写 真1参 照)。 早

急に補 強措置 を施す必要があ ります。

そのほかに 「修復」作業 によって蘇 った品々 も並

べてみ ま した。すで に昨年の2月 に 「修復お披露 目」

を果 た してい ますが,「 マ リア十五玄義 図」 もみ な

さまの強い要望 に応 えて展示 しました。秀忠の書状

は,歴 史上にか くも名 を知 られ る人物 の直筆です。

地図資料はボル トラーノ(海 図)を 異 なる仕方で修

復 した例の比較対照展示 を試み ました。 さらにオラ

ンダの ファルクの作 を模倣 した と考え られる地球儀

(写真2参 照)は,そ の難 しか った修復 作業 の過程

が理解で きる ように示 しま した。

まさに創設十周年 を記念す るに相応 しい展示 とな

った と思 ってい ます。関係諸氏の ご援助,ご 努力の

おかげで ござい ます。深 くお礼 申 し上 げ ます。

(京都大 学総合博物館 ・資料基礎 調査系 ・

教授 山中一郎)

〈原稿受理:2007年7月13日 〉

写真1西 野山古墓(9世 紀初頭)出 土の陶製品

写真2オ ランダ人ファルクの作 を日本で模製

したという地球儀(18世 紀 か?)
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研 究 ノー ト

金銀平脱双鳳文鏡の非破壊分析

1.は じ め に

金銀平脱双鳳文鏡注1は,1919(大 正8)年,現 在

の京都市山科区西野山岩 ヶ谷町にある古墓から埋葬

当時の状態で発見されています。同時に出土 した金

装大刀等の出土品 と共に1953年 国宝に指定 され,

現在は京都大学総合博物館に所蔵されています。文

様の剥落や脆弱化は起こっていますが,正 倉院御物

の類例 と同様に,貴 重な鏡の一つといえます。博物

館創設10周 年を記念 し開かれた 「京大の至宝一蘇

る宝たち」展での公開に先立ち,保 存処理(修 理)

を(財)元 興寺文化財研究所が行っています。以下

では,金 銀平脱双鳳文鏡の分析から得られた知見を

報告 します。金銀平脱双鳳文鏡の鏡背文様周囲の付

着物や文様の材質を中心に分析 しています。そこで

得られた分析結果等を基にし,保 存処理方針が決定

されています。

カ ル シ ウ ム(Ca),チ タ ン(Ti),鉄(Fe),銅(Cu)

を 検 出 して い ま す 。 同 様 な 測 定 結 果 を 示 して い る の

で,1箇 所 の みXRFス ペ ク トル を 掲 載 して い ま す(図

2)

拭 き取 っ た 成 分 のF}IR結 果 は,3つ の グ ル ー プ

に 分 類 で き ま す 。 グ ル ー プ1は,1650と1280cm-1

に 吸 収 を持 ち,グ ル ー プ2は 特 徴 的 な 吸 収 を持 た ず,

グ ル ー プ3は1730と1620cm　 1に 吸 収 を 持 っ て い ま

す(図3)。

3-2.鏡 背のXRF結 果(図4)

全 箇所 で銅 とスズ(Sn)を 検 出 してい ます。 各

箇所 では,銀 を検 出す る ところ,金 ・銀 を検 出す る

ところ及び金 ・銀 を検 出 しない ところ に分 かれ ます。

微量成分 として,カ ル シウム,チ タン,ク ロム(Cr),

鉄 ヒ素(As),ア ンチモ ン(Sb),水 銀(Hg)を

検 出 してい ます。測定結果 は,代 表的 なスペ ク トル

を掲載 してい ます(図5)。

2.分 析 方 法

まず,綿 棒 に よ り拭 き取 った成分注2を蛍光X線 分

析(以 下,XRF)注3と 赤外分光光度分析(以 下,Fr-

IR)注4し,付 着物 の除去が 必要 な範 囲を検討 します。

また,鏡 背 の文様 部 を中心 に31箇 所 をXRFに て測

定 してい ます。

3.分 析 結 果

3-1.拭 き取 り結 果(図1)

拭 き取 っ た 成 分 のXRF結 果 は,全 箇 所 で ア ル ミ

ニ ウ ム(Al) ,ケ イ 素(Si),リ ン(P),カ リ ウ ム(K),

4.考 察

4-1,拭 き取 った成分について

拭 き取 った成分 のXRF結 果 よ り,鏡 背 の全面 に

銅錆,銅 の酸化被膜や土壌成分 が付着 している と考

えられ ます 。

Fr-IRよ り,文 様 周囲 に見 られ る付着物 であ るグ

ループ1は,植 物系接 着剤 と考 え られ ます。 グルー

プ2は,銅 錆,銅 の酸化被膜や土壌成分 のみ と考 え

られます。グループ3は,漆 の特徴 的なピー クを示 し,

劣化 し粉状 となった漆 が検 出された ともの と考 えら

れ ます。 なお,1000cm-1の 強 い ピー クは,銅,土

壌成分 や綿棒 由来 と考 えられ ます。
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グルー プ1の 接着 剤は,出 土後文様が はが れるこ

とを防 ぐ目的で塗 られた可能性が高 く,除 去可能 で

すが,文 様 を傷 める恐 れがあ るため,完 全 には除去

せ ず,一 部 を残 してい ます。 グループ3も,銅 錆 や

土壌 成分 の除去 と同時 に文様 を傷め る恐 れがあ りま

す。そのため,今 回保存処理の クリーニ ング作業 は,

グル ープ2を 中心 に行い,金 や銀の輝 きを取 り戻す

ためでな く,防 錆や装飾保護 を主 とした現状維持 を

最優 先 とす る方針で行 われてい ます。

4-2.鏡 背の文様 につい て

青銅の構成成分であ る銅 とスズ を検 出 し,金,銀

の文様及 び漆(少 量の採取が必要なため断定 で きな

いが,拭 き取 りグループ3の 結果 か ら漆 と推定 され

る)部 分 を確認 しま した。 また,残 存す る文様部 の

多 くは銀 であるこ とが分か りま した。なお,検 出 さ

れたカルシウム,チ タン,ク ロム と鉄 は土壌 由来 の,

ヒ素,ア ンチモ ン と鉛 は青銅 由来の微量成分 と考 え

られ ます。

XRF測 定 箇 所1,2,3,5,6,7,9,12,18,21,

22,30,31で わず か に水銀 を検 出 しま したが,技

法 については明 らか にで きてい ませ ん。

注3

注4

果を得ています。

エネルギー分散型蛍光X線 分析装置(装 置:セ

イコーインスツルメンツ㈱SEA5230・ モ リブデ

ン(Mo)管 球 ・1.8mmコ リメータ径 ・管電圧(大

気下45kV/真 空中15kV))

試料 の微小領域にX線 を照射 し,そ の際に試料

か ら放出される各元素 に固有の蛍光X線 を検 出

し,元 素 を同定する。一般に金属材質の同定 は

大気下で測定 を行い,土 壌成分な どのカルシウ

ムより軽い元素の同定では,真 空下で測定 を行う。

全反射吸収測定 ・フー リエ変換型赤外分光光度

計(装 置:SENSIRTECHNOLOGIESTravelIR)

赤外線 を試料 に照射することによ り得 られ る,

分子の構造に応 じた固有の周波数の吸収 を解析

し,化 合物の種類を同定する。

(財団法人 元興寺文化財 研究所 ・

保存科学研究室 ・山田卓 司)

〈原稿 受理:2007年9月4日 〉

5.ま と め

金銀平脱双鳳文鏡の分析 を通して,鏡 背文様部周

囲の接着剤 と文様の材質を確認 し,保 存処理におけ

る基礎的なデータとして役立てています。非破壊分

析に限定され,早 計な知見部分 もあるか もしれませ

んが,新 たな分析技術の進展 と共に,よ り一層の解

明を今後の課題にしたいと思います。

注1平 脱 とは,金 や銀等の薄板を文様 に切って漆面

には り,漆 で塗 り埋めてか ら,そ の部分を再 び

研ぎ出す技法の こと(大 辞林 第2版 三省堂 よ

り)

注2付 着物の除去可能な範囲を決定す るため,除 去

作業に先立ち,エ タノールで湿 らせた綿棒によ

り鏡背の表面10個 所を拭 き取 っています。なお,

綿棒のXRF結 果に特徴的なピークがないことを

確認 し,FT-IRで は,各 測定結果か ら綿棒の特徴

的な吸収 を差 し引 き,拭 き取 った成分の測定結
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総:合1専 物 館 ニ ュ ー ス レ ター ノVO.23

グ ル ー プ1・1・ 色:1650,1280cm-i(接 着 剤 の 可 能 性)

グ ル ー プ2111.、 危:1000cm-1(銅 錆 や 土 壌 成 分 の 可 能 性)

グ ル ー プ3:1730,1620cm'1(漆 の 可 能 性)

図1拭 き 取 り 箇 所 とFT-iR結 果 よ り 推 定 さ れ る 材 質

図2拭 き取 っ た成 分 のXRFス ペ ク トル

測 定 条 件:真 空 中15kV

縦 軸:XRF強 度/cps

横 軸:エ ネル ギ ー/keV

図3拭 き取 っ た成 分 のFT-IR結 果

(各 測 定 結 果 は,綿 棒 のIRス ペ ク トル を差 し引 い た もの

を記 載 して い る。)

縦 軸:透 過 率/%

横 軸:波 数/cm一 「
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:銀 を検 出

:金 ・銀 を検出

・[卜色:金 ・銀 を検出せず

(漆膜の可能性)

緑 色:金 ・銀 を検 出

せず(鏡 や銅錆)

図4鏡 背のXRF箇 所 と結果 まとめ

(金 ・銀検出状況)

図5XRFス ペ ク トル(測 定 箇 所1,4,8,14)

測 定 条 件:大 気 下45kV縦 軸:XRF強 度/cps 横 軸:エ ネ ル ギ ー/keV
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2007年 度以降の企画展 ・特別展

[2007年4月4日(水)一2007年5月6日(日)]

2007年 春季 企画 展:"地 図出版 の 四百 年一 京都 ・日本 ・世 界"

地 図 を刷 り,地 図 を売 る。 そ こには,分 か りやす さ と奇抜 さ,そ して 手 に とっ て もら うた めの仕

掛 けが あ った。京 都 大学 が所 蔵 す る貴 重 な京都 図 ・日本 図 ・世 界 図 を中心 に,四 百年 にわ た る地

図 出版の創 意 と工 夫 を と らえた。

[2007年6月6日(水)一2007年7月8日(日)]

総合博物館創設十周年記念特別展"京 大の至宝一蘇 る宝 たち一"

京都大学は,教 育 ・研究のために保管品の保存修復処理 に力 を注いで きた。総合博物館創設十周

年 を記念 して,す で に保存修復処理 を施 した 「京都大学の宝」 ともい うべ き品々の多 くを展示公

開。

[2007年8月1日(水)一2007年12月2日(日)]

2007年 秋季企画展:"生 態学が語る不思議 な世界一生物の多様性 ってなんだろう?"

生態学者が生物多様性 をどの ように理解 しようとしているのか,ど の ように研究 を行 っているの

か,そ れは環境 問題やわた したちの生活に どの ように活かせ るのか,を 解説。

[2007年12月19日(水)一2008年3月16日(日)]

特 別 展:"2008年 子年 一 京 都大 学 と野 ネ ズ ミ研 究一"

2008年 は子 年 。 子 年 の ネ ズ ミは,ハ ッ カ ネ ズ ミが もと にな っ た と思 われ る。 ハ ッ カ ネズ ミは繁

殖 力 が強 い こ とか ら,繁 栄 の象 徴 と して,干 支 に結 びつ い た と考 え られ る。ハ ッ カネズ ミを含 め

た野 ネズ ミにつ い て京大 の研 究 を中心 に紹 介 。

[2008年4月9日(水)一2008年8月31日(日)]

2008年 春季企画展:"京 の宇宙学 一千年の伝統 と京大が拓 く探査の未来一"

千年 を遡る京の宇宙学が明 らかにした最新 の宇宙像一地球 ・太陽 ・太陽系か ら恒星 ・銀河 ・宇宙

まで一 と,先 端のテクノロジーを駆使 した宇宙探査の現状 と未来な ど,京 大の宇宙学のすべて を

紹介。

[2008年10月1日(水)一2008年12月27日(土)]

2008年 秋季 企画 展:"シ ル クロー ド発掘70年 一 雲 岡石 窟 か らガ ンダー ラまで一"

京 都大 学 で は,人 文 科学 研 究所 を中心 に,仏 教文 化 の源 流 を求 め て,シ ル クロ ー ドの東西 に位 置

す る雲 岡石 窟 と ガ ン ダー ラ寺 院趾 を70年 にわ た って調 査 して きた。 この70年 をふ りか え る と と

もに,調 査 で収 集 して きた文物 をは じめ て一 般公 開。

〈表紙解説〉 「広輿 考」(万 暦39年 〈1611>版)

中国本± と朝鮮 ・日本な ど周辺地域 まで を含む大 部の地 図帳。地図 に解説 を付 しているのが特徴。中国明代

に刊行 され た。朝 鮮の画 帳や地 図帳 に一般的 な装 丁がほ どこされ,装 丁か ら伝来の経路(中 国→朝鮮→ 日本)

がわかる珍 しい事 例であ る。総合博:物館の蔵す る勧修寺家文書 のコ レクシ ョンの一 つ。
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博物館 スタ ッフ紹介

塩瀬 隆之

2008年ll月 に情報発信系 准教授 に着任 した塩 瀬隆之です。京都大学工

学研究科で学位 を取得 し,2008年10月 まで京都大学情報学研究科 に在籍 し

てお りました。技や技術 を次世代 に継承する方法 を機械工学,情 報学,認 知

科学,質 的心理学 な ど多方面か ら研究 をしてい ます。 ほか にも(1)ロ ボ ッ

トと人がお しゃべ りす るような雑談 コ ミュニケーシ ョン,(2)視 覚 に障害の

ある人と絵画について言葉で語る美術鑑賞 コ ミュニケーシ ョン,(3)黙 して

語 らないけれ ど技が伝 わる師匠 と弟子の技能継承 コミュニケーション,(4)

医療 や看護 リハ ビリ分野における医学 コミュニケーシ ョンなどな ど,い ろ

いろなコ ミュニケーション研究 に取 り組んでい ます。

総合博物館 に異動す ることを希望 した大 きな理由の一つは,技 術史資料の充実 を図ることです。

本学総合博物館 は,文 化史系 と自然史系 の充実 した学術標本群に比 して,技 術史系 資料の収蔵が十

分 とはいえませ ん。京都帝国大学創立時 より歴 史を共 にする機械工学や土木工学 など工学部は もと

よ り,医 学部,農 学部,理 学部な ど多 くの学部学科に,科 学技術分野に果た した京都大学の功績 を

代表す る技術史資料群がい まだその正当な価値 を見出されていない ものが数多 くあ ります。それ ら

に しっか りと光 をあて,文 化 史系 や自然史系 とな らび3本 目の柱 として総合博物館の ミッシ ョンに

貢献す ることが使命であると考 えてい ます。

もう一つの理由はアウ トリーチ コミュニケーシ ョンの さらなる展 開です。 これまでにも,市 民 と

科学者 とが相互に交流で きるサ イエ ンス コミュニケーシ ョンやデザ インワー クシ ョップを通 じたユ

ーザ とデザイナの交流な ど,数 多 くのアウ トリーチ活動 を実施 して きま した。 さらに大学 と社会 の

相互交流 を活性化 しようと思った とき,そ こにより大 きなはっ きりとした窓口が必要であると考え

てい ました。総合博物館 は学内外か らみて も,は っき りとその大学 と社会をつな ぐ窓口 として多 く

の期待 を集め,そ れに応 えて きたところだ と思い ます。 自らがその窓口に身を置 くことで,そ の役

割,機 能 をさらに充実 させ ることがで きた らどんなに楽 しいだろうと考 えました。

大学が社会 に果たすべ き役割,そ れは 「知の探求,収 集,研 鐙,伝 承」のすべてを包括すること

だ と思っています。そ して,大 学博:物館 はその知に対す る取 り組みのすべて,大 学の姿勢その もの

を広 く社会 に指 し示す窓口の役割 を果たす ことがで きる と考 えてい ます。そ してその役割の一助 を

担 うことがで きれば本望です。

どうぞよろしくお願い しい ます。
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博物館 スタッフ紹介

五島 敏芳

2008年12月1日 よ り 「京都大学研究資源 アーカイブ」担当職員 として採用 されま した五島敏芳

です。 これ まで大学共同利用機 関法人人間文化研究機構 国文学研究資料館 に所属 し,旧 「史料館」

収蔵歴史資料 の管理 ・研 究に従事 して きま した。 旧 「史料館」 は,国 会請願 によ り1951年 に設置

された文部省大学学術局史料館(通 称 「文部省史料館」)に 淵源 をもち,1972年 の国文学研究資料

館設置 にともない同館へ置かれた国文学研究資料館 史料館(通 称 「国立史料館」)の ことで,2004

年 の国立大学等の法人化に ともない改組 ・消滅 した機関です。その最後の史料館員の一人です。50

年以上にわた り収集 ・蓄積 された約50万 点(約650コ レクシ ョン)の 収蔵資料の情報のデー タベー

ス化や検索システム構築 を専門に担当 してい ました。

「アーカイブズarchives」 とは,永 久保存す る価値のある,現 在使われていない(非 現用)記 録の

ことです。文書館 という機 関や施設 ・設備の ことも指 します。典型的には,旧 史料館の コレクシ ョ

ンや,本 学で言 えば大学文書館 で保存 され る事務書類(法 人文書)を あげることがで きます。 しか

し実 は,ア ー カイブズ には,も っ と多種多様な内容が含 まれ ます。その一つの範囲に,研 究者や研

究組織の書類 ・記録が あ ります。それ ら書類 ・記録 のなかには,研 究者 間でや りとりした手紙 もあ

れば 計測 ・観測の直接のデー タもあれば,実 験の装置 まで含 まれることもあ ります。 これらの研

究の一次資料は,研 究成果 として まとめ られ る論文や図書等 に比べ ると,あ まり大切 にされて こな

かったようにお もえます。研究 を進めている当の本人たちにとって,終 わって しまった研究のデー

タは,さ ほ ど重要ではないか もしれませ ん。けれどその中には,も しかす ると,当 人たちの活動 と

は無関係なが ら当人たち以外 にとって重要 な内容が含 まれてい るか もしれませ ん し,以 前 の研究の

試行錯誤の過程 を把握す るのに必要 な情報が含 まれているか もしれませ ん。いわば宝箱の ような も

のです。ただ,そ の宝箱の中身は,そ れが 当時の本物 であることの証拠 を失わない よう慎重 に取 り

扱いつつ,ど んな ものが入 ってい るのか を調べ,概 要 をつかんでおか なければ,当 人たち以外の人

たちが使 うことはで きません。 また,時 間を経ていればいるほど,使 った ら傷 んで しまうか もしれ

ないので,傷 まないような手当て も必要です。宝箱のなかの資料 を現在 の人 も未来の人 も等 しく使

えるように管理する専 門家が,「 アーキ ビス トarchivist」です。

京都大学は,こ の研 究の一次資料 を再活用で きる資源 とすべ く 「研究資源 アーカイブ」 を構想 し

てい ます。「アーカイブ」 という単数形 の表現か らは,(数 えられ ない)デ ジタル世界での再活用 を

意識 してい ます。大学文書館 ではな く総合博物館が中心 となる理由は,研 究の一次資料の現実のか

たちが多種多様 な物体であるか もしれないか らです。総合博物館 には,学 術標本 とい う三次元物体

の管理の実績があ ります。これからは,三 次元物体だけではな く,そ れに関わる教育研究の書類 ・

記録 をも知の証拠 として,一 体 的に保存 しなければな りません。そのためのアーキビス トとして,

史料館員 だった経験 をいか して,尽 力 してい くつ もりです。 どうぞ よろ しくお願 いいた します。
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京都大学研究資源 アーカイブ映像 ステーションの開設

2008年10月31日,京 都大 学稲盛 財 団記念館 の完成 を記 念 し

て竣工披露会が行われ,本 学 の保有す る貴重 な教育 ・研究活動

の資料 をデジタル化 されたかたちで閲覧 で きる 「研究資源 アー

カイブ映像 ステー シ ョン」が設置 され ま した。(翌 日よ り一般

公開。)

研究 資源 アーカイブ映像ステーシ ョンは,全 学的協 力の もと

総合博物館 によ り運営 されてい ます。

URL.http://www.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/avs/

(利用案内)

研 究資源 アーカイブ映像ステー シ ョンでは京

都大学教 員が企画 し,自 身であ るいは大学 院

生 らとともに制作 した映像番組 を個人閲覧用

ブ ース で 自由 に ご覧 い ただ け ます。 また,

1950年 代 に京都 大学 が派遣 した学 術探検 隊や登 山隊 の

記 録 映画 で あ る 『カ ラコ ルム』(日 本 映 画新 社 製作,

1956年),「 花嫁 の峰 チ ョゴ リザ』(日 本映画新社製作,

1959年)の2作 品 を,映 写 コーナーで常時上映 してい ます。

(提供番組 ・抄)

アフ リカへの道/ア フリカ類 人猿研究史/中 央ア フリカ

の森の民/ア フリカでの古 人類学調査/東 アフリカ乾燥

地域の牧畜社 会/ア フリカ農耕民の世界一 ミオ ンボ林 の

農耕/ア フリカ都市研 究の歩み/動 きつづけ る大 陸/道

は,ひ らけ る一 石井 米雄 の東南 アジア研究/三 角縁神獣

鏡/征 夷大将軍 坂 上田村麻 呂の墓/無 の哲人,禅 の思

想か ら日本哲学へ:西 田幾 多郎/創 造的人間,東 洋的思

想か ら理論物 理学へ:湯 川秀樹/湯 川秀樹一 その人一

【所 在 地】 〒606.8501

京 都市 左 京 区吉 田 下 阿達 町

京 都大 学 稲 盛 財 団 記 念館1階

【開 館 時 間】10時 ～16時

【入 場 料 】 無 料

【休 館 日】 日 曜 日 ・月 曜 日 ・祝 日,京 都 大

学 創 立 記 念 日(6月18日),年 末 年 始(12

月28日 ～1月4日)

【問 い合 わせ 先 】

京 都 大 学 総 合博 物 館 事 務 室

(TEL)075-753-3272/(FAX)075-753-3277

(E-mail)info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp

「京都賞 ライブ ラリー」 も,ど うぞ ご覧 くだ さい。

映像ス テー シ ョンは,京 都賞 ライブラリーの奥にあ ります。

注)館 内での カメラ撮影,携 帯電話の使用,飲 食,喫 煙 は,ご 遠慮

くだ さい。
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〈秋季企画上映展 「京都大学総合博物館 学術映像博2009」にむけて〉

映像 はその誕生以来,文 字 を中心 とす る学術の場において,宇 宙や 自然,生 命 をめ ぐる,人 間の眼 には見

えない諸事象 を可視化 し記 録 ・再現す ることで,学 術 の発展 を支 えて きま した。 また,近 年 の急速 な技術 的

進歩 を背景 として,映 像は コミュニケーシ ョンや表現 手段 として も学術研究 を新たな展開に導 いて いこうと

してい ます。 また,専 門分化 されたかたちで蓄積 されている学術成果 を,映 像が媒 介するこ とで,他 分野の

研 究者 のあいだで共有 し,さ らには学術領域 を超 えて社会全体 で共有す ることで,学 術の可 能性 は広が り続

けてい ます。

企画上映展示で は,期 間中,大 型 の映写 スペ ース を設け,出 会 う機会の少 ない野生 動物 や海中生物 に迫 っ

た映像,世 界中の文化 をとらえた映f象 宇宙や 人体の さまざまな姿 を映 し出す映像な ど,京 都大学 の研究者

た ちが持 ってい るさまざまな学術分野 の貴重 な映像 を上映 します。上映 だけでは な く,映 像 を活用 した研 究

者 の実践 として,映 像 に関連する トークイベ ン トや ワー クシ ョップな ど,バ ラエテ ィ豊かな催 しも数多 く実

施 します。 また,映 像 をキー ワー ドに展 開され る,パ ネルな どの展示 スペ ース,体 験 型の映写スペ ースなど

も設け ます。 さらに,企 画上映展 示の後半 には,連 動企画である 「学術映像 コンペテ ィシ ョン」 で国内外か

ら広 く公募す る映像の上映 を予定 しています(※ 詳細 は下段 〈学術映像 コンペテ ィシ ョン〉をご覧 くだ さい)。

本企画上映展示 を通 じて,映 像 とい う,わ た したちの 目の前 に広 がる無 限の可能性 をもつ もうひ とつの 「世

界」 を,学 術 の もつ科学性 ・客観性 を手 がか りに旅す ることがで きるのではないで しょうか。映像 を通 じて

学術が よ り多 くの人々に共有 される ことで,学 術が 人間の未来へ とつなが る もの になることを期待 していま

す。

来館者の皆様 に学術映像の新たな面白 さを体 感 していただけるような秋季企画上映展 「京都大学 総合博物

館学術映像博2009」 に どうぞご期待下 さい。

Kyoto University Museum 

Academic Film Expo 2009

〈学術映像 コンペティション〉

映像 は従来か ら記録性 や再現性,肉 眼で は困難 な諸事 象 を捉 える超視覚性 によって,学 術研究の可能性 を

広 げ続 けていますが,そ の表現 力か ら学術研究 を一般社会にひ らき,学 術 と人々をつなげるメデ ィア として

の役割 も見直 されてい ます。 また,映 像 は他分野の研究者 どうしが研究成果 を伝 え合 うのに も効果 的で,細

分化 した学術分野 をつ なげ,新 たな学術成果 を開拓す るメデ ィア として も注 目されてい ます。 こうした状況

を受けて,学 術映像 コンペテ ィシ ョン実行委員会が作 られ,総 合的な 「学術映像」の コンペテ ィシ ョンを実

施 します。 この試み 自体が,新 たな学術的価値 を創 出す ることで しょう。 また,入 選作品 を京 都大学総合博:

物 館で上映で きるよう展示企画委員会 よりお願 い してい ます。文理 の境 界を越 えた学術の発展 に寄与 するあ

らゆ るジャンルの映像 を上映で きることを期待 しています。博物館 での上 映が実現すれ ば これ らは,京 都

の映画文化に 「学術映像」 とい う新たな映像文化 をもた らす ことで,地 域 文化 の発展 に も寄与す ることで し

ょう。
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平成21年 春季企画展 「交錯する文化」

○展示の概要

文化は、時 を超 え、地域 を越 えて、つね に移 動 し、影響 を与 えあ ってい ます。進 んだ文化 は し

ば しば模 倣 とい う手段 で吸収 され ますが、学び とろ うとす る側 には、その まま受 け入れることへ

の反発が生 まれる場合が あ ります。 この ようなある種 の葛藤 を経て受容 した文化 を、自 らの社会

の 中で熟 成 させ 、独 自に発展 させた とき、その転 成 した文化 とはい ったい誰 の ものなので しょうか。

古 くか ら受 け継が れて きた文化財の中には、文化 の伝 わるその瞬間 を生 き生 きとうつ し出す も

のが数多 く存在 します。本展示では、お もに京 都大学 の収蔵す る文化財の中か ら、新 しい文化の

受容が引 き起 こした反応 の痕跡 を残す文化財 を選び、展示 します。

この展示が、文化 とは何か、 とい う根 源的な問いを考 える きっか けになれば幸 いです。

○開催 期間:2009年4月8日(水)～2009年5月10日(日)

○開館時間:9時30分 ～16時30分(入 場 は16時 まで)

○休 館 日:月 曜:火 曜(平 日 ・祝 日にかかわ らず)

○入 場 料:一 般400円 大学 生 ・高校生300円 中学生 ・小学生200円

・20名 以上団体割引 あ り ・70歳 以上の方 ・身体 障害者手帳 をお持 ちの方は無料

○京都大学総合博物館

　 〒606-8501京 都市左京区吉田本町

TEL (075) 753-3272 http://www.museum.kyoto-u.ac. jp/indexj.html

O交 通機 関

市 バスJR/近 鉄京都 駅 か ら17・206系 統 、阪急 河 原町駅 か ら3・17・31・201系 統、地 下鉄

鳥丸線今出川駅 か ら201・203系 統、 地下鉄東西線東 山駅か ら31・201・206系 統 、「百万遍(ひ

ゃ くまんべ ん)」 下 車徒歩約1分

京阪 「出町柳(で まちやな ぎ)」 駅下車徒歩約15分

*駐 車場があ りませ んので、公共交通機関 をご利用 くだ さい。

○展示解説

毎週土 ・日 ・祝 日Il:00一、14:00一、15:00一の3回(各40分 程度)

申込不要です。直接 ご来館 ください。

発行 日2009年3月31日 発行

編集 ・発行 京都大学総合博物館

〒606-8501京 都市左京 区吉 田本町

　　　 電話075-753-3272,3274

　　　 FAX　 O75-753-3277

http://www.museum.kyoto-u.ac. jp/indesj.html
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